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副会長あいさつ 

「この１年間を振り返って」  須崎 克己 
会員の皆さまには、お変わりなくお過ごしのことと存じます。平成１７年度も皆さまの

ご協力のもと、たくさんの行事を成功させることができましたこと、感謝申し上げます。 
さて、標題の原稿の依頼をいただきましたので、私ごとで恐縮ですが、綴らせていただ

きます。 
おそるおそる、私が初めて前会長にメールをしたのは、昨年の１月でした。それからす

ぐにとてもあたたかい返信をいただき、高校生の息子が受けた診断にとまどっていた我々

親子にとって、それは暗闇の中にひとすじの光をいただいた思いでした。そして定例会を

見学させていただき、「お手伝いできる方」の呼びかけに、「何かできることがあるのであ

れば」と挙手しました。それが後で「副会長」の任をいただくことなど、思いもよらなか

ったのですが・・・。 
学年別のグループ活動では、全てのグループ活動がそうだと思いますが、私たち親子と

もども本当にお世話になっています。ここで同じ年代の子の悩みを持つ親御さんの話を聞

くことができたことは、何ものにも変えがたい助けでしたし、私の最も求めていたもので

した。ぜひ、シエルの会の基幹活動として継続されていくことを望んでいます。 
シエルの会の印象は、会員さんの一人一人が自主的に参加し協力されているということ

が他のＰＴＡや町内会とは違った点で、とても新鮮でした。しかし、会員数が増えていく

につれ、役員さんの負担は増していき、年々大変になっているのも事実です。また、自立

支援法の制定を受け、他地域の組織とのネットワークづくりや子どもたちの将来のために

外部と連携していくことなども必要になるかもしれないなど、これからも必要な作業は増

えることはあっても減らすことはなかなかない、と役員会では悩みが話されています。 
折りしも、平成１８年度の総会がもうすぐです。私のようなものでも、役員さんのお手

伝いができました。ぜひ、皆さまの多数のご協力をお願いしたいと思っています。特に、
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お父さんがたの参加が少ないようですので、こちらも大歓迎です。仕事による時間の制約

はあると思いますので、できる範囲での参加で結構です。必ず、得るものはありますし、

会にとっても助かります。ぜひ、お声がけください。お待ちしております。 
今後、高機能広汎性発達障害への認知が高まってくるに伴い、私のような助けを求める

親がますます増えてくることでしょう。そんな方たちに、シエルの会がいつでも優しい組

織であり続けることを願い、仲間に加えてくださった会員みなさまへの感謝を込めつつ、

来期も変わらぬご理解とご協力とをお願いいたします。 
 

－平成１７年度下半期行事についての報告・感想－ 
「クリスマス会 報告（05.12.10 実施）」  Ｙ.Ｉ 

 
５回目となったクリスマス会は、高校生が大活躍！ 
今回のメインは、高校生たちが一昨年から活動している LARGO＆エンジョイサウンドの
演奏会、しかもこのクリスマス会が彼らにとって初！の発表会となりました。緊張した顔

を見せつつも、奏でるその心地よい音は、子ども達がまっすぐに（時にはノリノリで♪）

聞き入るほどすばらしかったのであります。また、彼らの指導に当たってくださっている L
ＡRGOの方達と共に体を使った打楽器演奏では、大人はその速さについていくのがやっと
…？！素敵な演奏とめずらしい楽器に目を奪われ、手作りのマラカスのプレゼントまで頂

き、親子共々楽しい時間となったのでありました。 
 恒例となった「マイコレクション展示」では、小中学生から多くの発表がありました。

普段はおとなしく見えるシエルくんたちも、大好きなガンダムや電車・標本・手作りの作

品の説明に、自らマイクを持ち、司会者が終了のタイミングを見失うほど（笑）堂々とし

ていて、彼ららしい上手な話を聞かせてもらったのでありました。 
 最後の登場は、高校生のシエルくんサンタ。シエルくんは子ども達の夢を大事にしたい

と、誰も見ていないところで変身。「良い子でがんばるんだよ。」と一人一人頭をなでてプ

レゼントを渡す姿は、歴代サンタの No1！…弟のチビサンタと共に、夢あるひとときをく
れたのでありました。 
 最初のクリスマス会では小学生だった彼・彼女たちが、高校生になってもこうして参加

できるクリスマス会になったことがとても嬉しく、また次もシエルの子ども達が輝ける場

を、その瞬間を見たいと思ったのでありました。 
 （追 伸） 
 クリスマス会を催すにあたり、お手伝い下さったボラのみなさま・プレゼントを提供し

てくださった中川先生・お父さん・お母さん・高校生のみんな・そして参加してくれた子

ども達…クリスマス会大成功は皆さまのおかげです。本当にありがとうございました！ 
（余 談） 

毎年１０月になると、「今年のクリスマス会は何にしよう…。」と大人達が頭を悩ませます。企画はもち
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ろん私たち親が決めていくのですが、いつもの役員会では難しい顔をして話をする親たちも、この時ばか

りは皆楽しそう…話もさくさくと決まっていくのです。なぜ？…だって、子どもたちの笑顔を思い浮かべ

たらワクワクせずにはいられない…と私は勝手に思っています。次のクリスマス会の企画…今年担当のみ

なさんも、このワクワクをぜひ味わってみてください。 

     

 

―学年毎グループの活動について― 

（１）「低学年部の活動について」（小学校1年～3年生）  Ｒ.Ｎ  

「シエルの会」低学年部は１１月２０日、「地下鉄を探検して、カレーライスを食べる会」

を行いました。親子で１チームをつくり、地下鉄に親しみ、「発見」したことを持ち帰って

子どもたちにお話してもらいました。 

親子のより良い関係を築くためのコミュニケーションと、交通機関利用のソーシャルス

キルの、両方が目標です。また、低学年部のメンバーは入会して日が浅い人が多いので、

お互いを知り合い、今後とも「シエルの会」を通じて親しく交流できるようになる機会に

したいと願いました。 

１６組の親子が参加しましたが、半分の世帯でお父さんが参加し、お父さんと遊ぶよい

機会にもなりました。ノートを持って、見たものをその場で記録した子どもたちが、きち

んとした発表をすることができました。 

発言の後、みんなでカレーライスを食べ懇親を深めました。大半のお子さんには「地下

鉄探検」に参加したのですが、地下鉄の大きな騒音が苦手のお子さんがいることも考慮し

て、カレーづくりを親子で楽しんだものです。 

地下鉄をあまり利用したことがないお子さんに、自分で改札機をくぐる、ホームのどち

ら側が自分の乗る電車か、自分がめざしている出口はどっちかをさがす、トイレはどこに

あるか確認するなど、公共交通利用のスキルアップを意識してもらいました。 

駅から外に出てみて、駅の近くに何があるか探した親子（富沢の車両基地まで足を伸ば

した親子がいました）地下鉄の駅構内の壁にあるアートを探した親子（広瀬通駅は天井に

光のアート「星のプロムナード」が描かれています。台原駅には壁面を利用した彫刻「風

のシンフォニー」があります。勾当台駅のプロムナードには、壁面から天井までを利用し

て「創造の森」の壁画が描かれています。仙台駅のコンコースには壁面に「ふるさとの四

季」が描かれています）など、それぞれの楽しみ方がありました。 
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（２）【高学年グループ】＜小学４年～６年生＞の活動を振り返って・・ Ｉ.Ｉ 
 
高学年グループはなぜか、定例会でも参加が少なく、なかなかグループの活動も決める

ことが出来ませんでした。そんな中で後半になり、バタバタと決まり、大きく二つの活動

をしました。 
一つは１１月に行われた「中学生グループの親御さんとの交流会」です。出欠も取らず

に当日何人集まってくれるのかドキドキものでしたが、思いのほか・・というか、かなり

の人数の参加がありました。やはり、この年齢だと気になるのは、これからの中学・高校

のことなのですね。そして、こちらのいろいろな問いに中学生グループの親御さんから本

当に沢山の興味深いお話しを聞くことが出来、予想以上に有意義な時間をすごさせていた

だきました。これは、これから反対の立場になるであろう私たちも、いろいろ勉強になり

ました。 
もう一つは３月に行われた「ボーリング大会」です。ボラさんもお願いせず、ともかく

「親子で楽しもう！！」と親御さんも別にグループを作り、みんなで楽しみました。まず、

第一に思ったこと。「やはり高学年さんともなると、みんなちゃんとしているんだなぁ～～

～」と（笑）ちゃんとしている・・というのは、変な言い方ですが、特に六年生のグルー

プなんかは、「見張り？」など何も必要としません。順番を守り、ストライクが出れば、み

んなで拍手です。私は、この子たちを低学年の頃から知っているので「本当に立派になっ

たなあ～～」と一人で感激しておりました！！私事を言わせていただければ、これが小学

校最後の行事でした。 
これからは、未知の世界（中学校）というのが待っていて、子供のよく言えば「マイペ

ース」な（悪く言えば何も考えていない）態度に親としては不安な日々です。しかしなが

ら、この素直なシエルの仲間とまたグループが上がっても楽しく、時には相談したり、悩

んだりしながら頑張っていこうと思います。 
高学年グループの皆様、一年間、ありがとうございました。 
中学生グループの皆様、これからよろしくお願いします！！ 
 
（３）「中学生グループの活動紹介」  Ｈ.Ｈ 

 
 シエルの会定例会等で親が集う機会は定期的に有りましたが、中学生は部活・定期テス

ト等でなかなか会の行事に参加できなくなっていました。 
そこで、学校・部活ではない場で遊べる機会を作れたら！友達がなかなか出来ないので

同年代の子供と交わらせたい！親も色々な意見交換が出来れば！と願い、H17 年度からス
タートした交流会です。出来るだけ多くの子供達に参加してもらえればと思い、事前申し

込み等はせず「予定が急に空いたから行ってみようかな？」と参加出来るスペースづくり

をしてきました。親が子供達を遊ばせるのでは無く、ボランティアとして参加して頂いた



 

 5

越智先生・谷崎さんを始めとする 3 人の学生さんにお願いをして、いろいろな場面を想定
した自己表現（ソーシャルスキル）を少し取り入れた活動も出来ればと、色々欲張って活

動をスタートしました。 
 エコキャンプみちのくでの芋煮会、高校生のお母さんを囲んでの会などを含んで 8 回の
活動をすることが出来ました。子供達は、自分の好きな物を持ち寄り、それを通して他の

参加者の趣味に目を向け、興味を示し、遊びを共有出来るようになってきました。集団の

集いになかなか加われない子供達も、最後には全員参加してくれる様になりました。 
 3 月の最後の交流会では、卒業する３年生の子供達より、「楽しかった。」「高校生になる
ので、このグループを卒業して新たな活動をしたい。」「高校生として、中学生グループの

ボランティアをしたい。」などの感想を聞くことができました。 
今年度は、もう少し外に出る機会を増やすことが出来ればと思っております。 
新中学 1 年の皆さん、まだグループ活動に参加した事のない方も、是非一度参加してみ
てください。今まで見たことがないような我が子の遊ぶ姿が見られるかもしれませんよ！ 

 
（４）「初めて仲間たちと動き出した青年たち」（高校生グループ） 

－Enjoy Sound の 1年を振り返って－  Ｔ.Ｓ   
 

「癒し打楽器サークル LARGO」さんの全面的なサポートをいただいて、Enjoy Sound の
活動が 1年を経過しました。 
人間関係がうまく行かないとか、友達を作りにくいとか、悩みの多い子たちです。同じ悩

みを持つ仲間との出会いや、他の人と楽しい時間の共有、心を合わせて活動する体験を与

えたいと、親主導でサークルを立ち上げました。本当に続くのかと不安いっぱいでしたが、

同じメンバーでずっと活動が続いているのを見ると、本人たちの楽しみになってきている

ようで、ほっとします。 
親は基本的に活動には入らないし、シャイなメンバーが多いので親には詳しいことはあ

まり伝えてくれないのですが、ちょいとのぞいた時のメンバーの表情が生き生きしてて、

メンバー同士のやり取りや LARGO さんとのおしゃべりも楽しそう。活動は、楽器を使っ
たいろいろな遊びを楽しんだり、思い思いに打楽器を鳴らしたり、それが自然と素敵な音

楽になっていたりと、“音の空間を楽しむ”活動をずっと続けているようです。また、トー

ンチャイムで曲に挑戦し、シエルのクリスマス会では大勢の人の前での演奏も体験しまし

た。 
メンバーは、Enjoy Sound を「自分たちのサークル」と感じているようです。メンバー
どうしの関係も徐々に深まってきています。Enjoy Sound の１年間、いい時間を過ごした
なあとしみじみ感じます。LARGOさんに本当に感謝！！です。 
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（５）「鉄っちゃんクラブを通して」 
 
鉄っちゃんクラブは 2005年にできた乗り鉄クラブです。今までに、東京の交通博物館に
行ったり、会津の蒸気機関車に乗ったりしました。そもそも鉄っちゃんクラブが出来た理

由は、僕は鉄道の旅が好きですがその機会が余りなく、かと言って一人だけでも寂しいの

で、鉄道好きの友だちを集めてみんなで旅行に行こうということでした。始めは 3 人でし
たが、後に 5 人となり現在に至っています。鉄っちゃんクラブも開部から 1 年が経ちまし
た。今年の 3 月は、僕やＫ君の受験のために計画表を出すのが遅れて、僕とＤ君と彼の家
庭教師のＭさんの 3人だけとなってしまいましたが、8月に予定している旅行では、みんな
行けたらいいなと思っています。           
                                      （自称）鉄っちゃんクラブ部長 頭文字 H.Ｇ 

 
 
 
 

編 集 後 記 
  
前号同様、勝手がわからないまま編集の任にあたり、何とか形になったものを会員の皆

様へお届けしますことをお許しください。 
原稿をお寄せいただきました方々、お忙しい中、本当にありがとうございました。 
今回は、主に学年別毎に行われてきました活動内容等について、ご紹介させていただき

ました。これらの文章をお読みになり、各グループへの参加の参考にしていただければ幸

いです。 
また、会報についてのご感想やご意見等をお聞かせいただきますよう、よろしくお願い

いたします。 
皆様、１年間お世話様でした。 

 
 
 

     


